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令和元年９月６日（金）議事日程 

開 会・開 議（午前10時） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議案の一括上程（市長の提案理由説明） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開会 

○議長（田一美君） 

 おはようございます。本日の会議に先立ちまして申し上げます。 

 去る８月27日深夜から28日未明にかけての九州北部の豪雨によりまして、近隣の武雄市、

多久市、小城市、大町町などで河川の氾濫、土砂災害などが大規模に発生し、家屋の浸水、

工場からの油流出被害などが多数発生しております。県内では、３名のとうとい命が犠牲に

なられました。犠牲となられた方々に対し、謹んで哀悼の意をあらわすとともに、被災され

た方々に心からお見舞い申し上げ、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。 

 それでは、ただいまから鹿島市議会令和元年９月定例会を開会いたします。 

 続きまして申し上げます。執行部におきましては、環境負荷の軽減、職員の公務能率の維

持向上を図るために、５月１日から10月31日までの期間について、特別の場合を除いて、

ノー上着、ノーネクタイの推奨に取り組んでおられます。議会には、先例等申し合わせ事項

で議会における服務についての規定がありますが、本定例会においてはノーネクタイのクー

ルビズ対応といたします。 

 なお、上着の脱衣については個人の裁量に任せます。 

 それでは議事に入ります。 

 日程は、お手元の議事日程どおりといたします。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（田一美君） 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、７番中村一尭議員、８番稲富雅和議員、９番勝屋弘貞議員、以上を指

名いたします。 

      日程第２ 会期の決定 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。 

 今期定例会の会期は、お手元の会期日程（案）のとおり、本日から10月９日までの34日間
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といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 御異議ないものと認めます。よって、会期は34日間と決定いたします。 

 この際、事務局長をして諸般の報告をいたさせます。谷川事務局長。 

○議会事務局長（谷川清高君） 

 諸般の報告をいたします。 

 本日招集の９月定例会に市長から報告１件、議案17件の提出がありました。報告事項、議

案番号及び議案名は、配付しております議案書の目次に記載のとおりであります。 

 次に、監査委員から平成30年度平成31年４月分及び令和元年５月分、平成31年度４月分並

びに令和元年度５月分及び６月分の出納検査結果の報告がありましたので、その写しをお手

元に配付いたしております。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

      日程第３ 議案の一括上程（市長の提案理由説明） 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第３．議案の一括上程であります。 

 報告第５号の報告１件及び議案第52号から議案第68号までの17議案を一括上程いたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。口市長。 

○市長（口久俊君） 

 おはようございます。どうやらお天気のほうも例年に戻りつつある様子で、被災地の復旧

のためにもこの天候が続いてほしいものだと思っております。 

 それでは、本日ここに、鹿島市議会令和元年９月定例会を招集し、諸案件につきまして御

審議をお願いするものでございますが、議案の提案に先立ちまして、鹿島市を取り巻く最近

の情勢や今後の主要な施策について申し上げます。 

 先月27日から28日にかけて、九州北部を中心に記録的な雨が観測されました。猛烈な雨が

断続的に降り続き、気象庁は、これまでに経験したことがないような大雨になるとして、28

日に佐賀県、長崎県、福岡県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけました。県

内では、一部河川が氾濫し、家屋の浸水や道路の冠水などが多数発生して、犠牲者が出るほ

どの大きな被害をもたらしたことは御承知のとおりでございます。 

 ここに、犠牲となられた方とその御遺族に対して深い哀悼の意を表するとともに、被災さ

れました全ての方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 鹿島市におきましても、県が設置をしております奥山観測所で28日午前３時からの１時間

雨量が77ミリメートルに達する猛烈な雨が降りました。昨年の７月豪雨の１時間雨量が最大

で65ミリメートルでしたので、それを上回ったことになります。それでも鹿島市では、他の
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市町と比較して雨量が少なかったこと、また、河川改修や排水ポンプ場の整備など、これま

での災害対策の効果もあり、幸い人的被害はございませんでした。 

 しかしながら、大量の雨を降らせた線状降水帯が大きく影響した武雄市や大町町などでは

甚大な被害が発生いたしました。鹿島市では、締結をしております災害時相互応援協定に基

づき、杵藤地区の被災自治体に人的・物的支援要請に応える用意があることを伝えましたと

ころ、武雄市から要望がございましたので、備蓄食料など要望された物資を直ちに提供した

ところでございます。 

 さらに、今月に入りまして１日と３日には、数十人に上る市の消防団の皆さんと市の職員

が武雄市へ支援に向かったほか、３日からは毎日、市職員５人程度を派遣しており、人的支

援も積極的に行っているところでございます。 

 今後も被災自治体から支援要請があった場合、いつでも対応できるように体制を整え、可

能な限り支援を行ってまいりたいと考えております。 

 数十年に一度と言われる豪雨が昨年に続けて発生し、近隣市町に大きな災害をもたらしま

した。私たちがいかなる対策をとったとしても、自然の猛威の前には、災害をゼロにすると

いうことはできません。いかに被害を小さくするか、どうしたら市民の命が失われるという

最悪の事態を避けることができるか、防災、減災の視点の重要性を改めて感じたところでご

ざいます。「備えを常に」の心がけで、今後も市民の皆様とともに災害に強いまちを目指し

て取り組んでまいります。 

 それでは次に、最近の情勢について申し上げます。 

 まず、全国高等学校総合文化祭 囲碁部門大会について申し上げます。 

 去る７月27日から８月１日にかけて、全国高校生の芸術、文化の祭典であります第43回全

国高等学校総合文化祭が佐賀県では初めて開催をされ、鹿島高等学校赤門学舎では囲碁部門

大会が行われました。 

 御存じのとおり、鹿島市は、平安時代の囲碁の名人で「碁聖」と呼ばれた寛蓮さんの生誕

地でもありまして、また毎年６月には、九州、山口、沖縄のアマチュア囲碁の頂点を決める

大会「祐徳本因坊戦」が開催されるなど、囲碁と大変ゆかりの深いまちでございます。私も

開会式に参加しましたが、囲碁文化の普及とまちづくりに生かす取り組みを進めている鹿島

市で囲碁部門大会が開催されることを大変喜ばしく思ったところでございます。 

 ７月27日から２日間にわたり開催されました囲碁部門大会では、全国各地から232人の高

校生棋士たちの熱い戦いが繰り広げられ、昨年の「囲碁サミット2018ｉｎ鹿島」の開催に続

き、鹿島市の囲碁文化の歴史に新しい１ページを記した大会となりました。 

 また、会場では鹿島実業高等学校の生徒や観光協会のスタッフの協力により、鹿島市のお

土産品を販売するコーナーが設けられ、全国からの来場者に鹿島市の特産品や観光ＰＲを行

ういい機会となりました。 



- 18 - 

鹿島市議会会議録 

 次に、鹿島市干潟交流館「なな海」の利用状況について申し上げます。 

 鹿島市干潟交流館は、本年の４月13日にオープンし、有明海特有の生き物を展示したミニ

水族館や干潟の環境を学べる施設として大変好評を得ておりまして、来場者数は８月末現在

で２万60人、１日平均で142人ほどとなっております。 

 隣接する鹿島市干潟展望館の昨年度の来場者数が１日平均で約70人でしたので、順調なス

タートを切ったと安心しているところです。 

 夏休み期間中には、有明海の生き物の樹脂標本づくりやミニアクアリウムづくりなど、親

子で参加できるイベントに定員を超える応募があり、多くの皆様に参加いただいたと聞いて

おります。 

 また、ラムサール条約登録湿地であります肥前鹿島干潟のビジターセンターとして、市内

小学校を対象とした環境教育プログラムの実施や環境教室についても県立太良高等学校や山

口県立下関西高等学校を受け入れ、交流人口の増加に努めているところです。 

 今後も、クラゲ研究の第一人者として知られております山形県の鶴岡市立加茂水族館の奥

泉館長をお招きして、「海の談話会2019」の開催などを予定しておりまして、今年度の来場

者数の目標であります３万7,000人に向けて、さらなる集客に努めてまいります。 

 次に、新鹿島市民会館建設の進捗状況について申し上げます。 

 新市民会館は、市民の皆様が日常的に集い、鹿島の地域文化創造の核となる「まちの晴れ

舞台」をつくるという設計コンセプトのもと、基本設計が完了して、各部の設備や仕様の詳

細を決める実施設計に取り組んでいるところでございます。基本的な設備としましては、

ホールをメーンとした施設であり、客席は固定席で750席と少なくなりますが、舞台そのも

のは約330平方メートルとなり、旧市民会館よりも約２倍の広さとなっております。 

 また、１階には授乳室や小さなお子様たちと一緒に音楽や演劇を楽しんでいただける多目

的室を配置し、２階には民俗資料館や音楽練習室を設ける予定でございます。実施設計は11

月末に完了し、その後、建築確認申請などの手続を経まして、建設に着手するというスケ

ジュールで進めているところです。 

 現在、建設に向けて旧市民会館の解体工事を行っており、工事期間中は作業車両の出入り

等、市民の皆様には御不便と御迷惑をおかけしますが、御理解と御協力をお願い申し上げま

す。 

 今後とも、新しい市民会館が市民の皆様にとって文化、芸術の活動拠点としてふさわしい

施設となるよう取り組んでまいります。 

 最後に、「介護のしごと説明会ｉｎ鹿島市」について申し上げます。 

 人口減少と少子・高齢化に伴い、さまざまな業種での人材不足が深刻な社会問題となって

おります。団塊の世代が後期高齢者になられる2025年以降、特に医療、福祉、介護に従事す

る人材が大幅に不足すると言われております。 
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 市内の介護事業所においても人材確保が大きな課題とされ、介護人材をどのように確保し

ていくのか、市としましても深刻な課題として議論を重ねてきたところでございます。 

 そのような中、介護人材確保の対策について、介護事業所へのニーズ調査や関係機関との

協議を行ってまいりました。そして、このたび、介護の仕事内容や、やりがいを理解してい

ただくために、市内介護事業所による説明会を本年11月９日に市民交流プラザ「かたらい」

において開催する運びとなりました。 

 この説明会には鹿島職業安定所に求職者として御登録いただいている皆様を中心として、

まだ就職を決められていない来春卒業予定の高校生や大学生も対象としており、介護人材確

保はもちろん、地元就労の促進となることを期待しているところでございます。 

 今回の取り組みは、鹿島市としては初めてであり、介護事業所からは期待する声も大きい

ため、対象者の皆様には、ぜひこの機会に会場へ足をお運びいただきたいと思っております。 

 それでは、提案をいたしました案件につきまして、その概要を説明いたします。議案は、

決算認定、補正予算など、合計18件でございます。 

 初めに、報告第５号 平成30年度鹿島市土地開発公社決算について申し上げます。 

 決算の概要といたしましては、平成30年度は公有地の取得及び売却の事業は実施しており

ません。 

 その結果、損益につきましては、事業外収益の61,405円から、一般管理費の14,230円及び

事業外費用の418円を差し引き、46,757円の経常利益となっております。 

 この経常利益は、令和元年度へ繰り越し、準備金として整理いたしております。 

 議案第52号から議案第57号につきましては、平成30年度の一般会計及び特別会計に関する

歳入歳出決算となります。 

 平成30年度におきましては、第六次鹿島市総合計画の３年度目の中間年として、さらなる

計画実現のために必要な事業について取り組んでまいりました。 

 各会計別の決算状況は、一般会計を初め、各特別会計も黒字決算となり、おおむね順調に

各種事業を推進いたしました。 

 それでは、初めに、議案第52号 平成30年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。なお、決算につきましては円単位でありますが、便宜上、千円単位で申し上げ

ます。 

 平成30年度の歳入につきましては、総額14,938,182千円となり、国県支出金やふるさと納

税寄附金などの増により、対前年比3.9％の増となりました。 

 一方、歳出につきましては、総額14,554,779千円となり、投資的経費などの増により、対

前年比3.5％の増となりました。 

 その結果、翌年度に繰り越すべき財源を差し引き、352,803千円の黒字決算となりました。 

 基金については、当初予算の編成段階では、市の積立金である財政調整基金から250,000
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千円、公共施設建設基金から154,000千円の繰り入れをいたしましたが、各種事務事業の見

直しなどにより、年度末までにそれぞれ約155,000千円と約86,000千円の積み立てを行い、

今年度以降の財政運営に備えることといたしております。 

 また、市債残高は、今年度末には約11,468,000千円となる見込みでございますが、このう

ち償還費を普通交付税で全額措置されます臨時財政対策債を除けば、約6,650,000千円にな

る見込みでございます。 

 さらにこの償還費にも普通交付税により措置されるものがあり、平成30年度決算での交付

税措置率は44.2％となっておりますので、市の自主財源で返済する金額は、実質的には約37

億円程度となっております。 

 本市の行財政運営の主要な部分を占める一般会計においては、行財政改革や市税などの自

主財源の確保に取り組みながら、健全な運営を行っていくことが重要であると認識をいたし

ております。 

 次に、議案第53号から議案第57号までは、それぞれの特別会計の決算認定でございます。 

 これらにつきましては、各特別会計の設置目的に従いまして事業の推進を図ってきたとこ

ろでございます。 

 まず、議案第53号 平成30年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。 

 平成30年度の歳入の総額は1,539,674千円、歳出の総額は1,539,624千円で、差し引き50千

円となり、令和元年度への繰越明許事業分の財源として使用することといたしております。 

 次に、議案第54号 平成30年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算

認定について申し上げます。 

 本特別会計は、今後、当該工場団地の区域内において用地取得造成分譲事業を実施する見

込みがないため、平成31年３月31日をもって廃止したところであります。特別会計の清算に

当たって、平成30年度の剰余金見込み額を一般会計に繰り出したことにより、歳入歳出同額

の26,272千円となっております。 

 次に、議案第55号 平成30年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。 

 平成30年度の歳入の総額は3,798,534千円、歳出の総額は3,710,468千円で、差し引き88,0

66千円の黒字決算となっており、令和元年度において国民健康保険基金へ積み立てたところ

でございます。 

 次に、議案第56号 平成30年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。 

 平成30年度の歳入の総額は419,162千円、歳出の総額は417,560千円で、差し引き1,602千

円となり、令和元年度会計へ繰り越したところでございます。 
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 続きまして、議案第57号 平成30年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。 

 この会計は、職員給与支給事務の簡素化を図ることを目的とした会計でございまして、水

道事業を除く一般会計及び特別会計のそれぞれの給与費決算額と重複した決算となっており

ます。 

 最後に、議案第58号 平成30年度鹿島市水道事業会計決算認定について申し上げます。 

 平成30年度の収益的収支につきましては、純利益が95,875千円生じたため、全額を減債積

立金に積み立てることとしております。 

 また、資本的収支につきましては、333,538千円の不足が生じたため、当年度分損益勘定

留保資金等により補塡したところでございます。 

 以上、平成30年度決算認定についての説明を終わりますが、今後とも、先行き不透明な社

会経済情勢の中、行財政改革プランを着実に実行し、限りある人材と予算の効率性を高め、

第六次鹿島市総合計画に基づく主要施策の実現ととともに、将来にわたり持続可能な行財政

運営の構築に努めてまいる所存でございます。 

 次に、議案第65号 令和元年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 今回の補正は、事業費の確定などに伴う経費の増などについて計上いたしており、予算の

総額に673,865千円を追加し、補正後の総額を14,780,486千円といたすものでございます。 

 歳入につきましては、事業の決定、追加などに伴う国県支出金、ふるさと納税寄附金など

を計上するとともに、平成30年度決算剰余金としての繰越金などを計上いたしております。 

 歳出のうち主なものとしましては、総務費ではふるさと納税推進事業、民生費では子育て

のための施設等利用給付費、農林水産業費では農業水利施設再編等モデル実証事業、商工費

では祐徳門前町街づくり事業、土木費では井手・西葉線整備事業、教育費では小・中学校施

設整備事業などに関する経費を計上いたしております。 

 また、鹿島ライオンズクラブ様から、青少年育成に対する御寄附をいただいておりますの

で、御寄附の趣旨に沿い有効に活用させていただくことといたしております。 

 このほか、７月の大雨により農地等への被害が発生しておりますので、その災害復旧事業

費も計上いたしております。 

 なお、今回、平成30年度決算剰余金の確定に伴い、地方財政法第７条の規定により決算剰

余金のうち２分の１相当額を財政調整基金への積立金として計上いたしております。 

 続きまして、議案第66号 令和元年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について申し上げます。 

 今回の補正のうち主なものとしましては、公共下水道建設費で西牟田雨水ポンプ場ほか建

設工事委託料や汚水準幹線・枝線管渠築造工事請負費を増額いたすものでございます。 

 最後に、議案第67号 令和元年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ
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いて申し上げます。 

 今回の補正は、平成30年度決算に伴う繰越金と後期高齢者医療広域連合納付金を増額いた

すものでございます。 

 続きまして、条例に関する議案６件について申し上げます。 

 議案第59号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の

整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について申し上げます。 

 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律が公布され、地方公務員の欠格条項が改正されることに伴い、関係条例について改正を

行うものでございます。 

 次に、議案第60号 鹿島市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 住民基本台帳法施行令の一部改正により、住民票等への旧氏の記載が可能になることに伴

い、旧氏による印鑑登録を行うことができるようにするため、所要の改正を行うものでござ

います。 

 次に、議案第61号 鹿島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 国が定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、家庭的保育

事業等を実施するための要件について、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第62号 鹿島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 国が定める特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に

伴い、幼児教育・保育の無償化等に対応するため、所要の改正を行うものでございます。 

 続きまして、議案第63号 鹿島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 国が定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、放課

後児童健全育成事業に従事する放課後児童支援員の要件について、所要の改正を行うもので

ございます。 

 最後に、議案第64号 鹿島市道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について申し上げます。 

 道路構造令の一部改正に伴い、自転車通行帯の設置に関する基準を定めるとともに、自転

車道の設置に関する要件について、所要の改正を行うものでございます。 

 最後に、議案第68号 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同

組合規約の変更に係る協議について申し上げます。 

 西佐賀水道事業団が令和２年３月31日をもって解散し、佐賀県市町総合事務組合を組織す

る団体数が減少することに伴い、佐賀県市町総合事務組合の規約変更について協議する必要
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があるため、地方自治法第290条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、提案いたしました議案の概要について説明をいたしましたが、詳細につきましては、

御審議の際、担当の部長または課長が説明をいたしますので、よろしく御審議いただきます

ようお願いを申し上げます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（田一美君） 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 明７日から11日までの５日間は休会とし、次の会議は９月12日午前10時から開き、議案審

議を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午前10時38分 散会 

 


